２０２１年度事業報告

特定非営利活動法人
大阪障害者雇用支援ネットワーク

Ⅰ　事業期間
　　　２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日
Ⅱ　事業の成果
　　　２０２１年度は連携事業部、相談事業部、研修事業部、企業ネット事業部、地域ネット事業部の５つの事業部で事業活動を行った。
＜連携事業部＞
２０１７年（平成２９年）度から連携事業部を設け、各事業部と「連携」をとり毎年行っている「障がい者雇用フォーラム」の開催企画、そして「連合大阪、全障協（旧称全重協）、同友会、大阪労働局、大阪府商工労働部、大阪府福祉部、他のＮＰＯ」などと連携し、社会課題に対しての活動を模索、推進した。

＜相談事業部＞
『はたらく障がい者なんでも相談センター』では、「障がいのある方々ご本人の声をきく」ことを基本とした相談対応と地域資源等との連携を意識した事業を展開し、相談対応件数は30件となった。事業周知についてはホームページによる周知に加え、2019／2020年度には大阪市24区に設置されている区障がい者基幹相談支援センターへ訪問、リーフレットの配布や電話による事業説明などの周知を行った。今年度においては区基幹相談支援センターと行政が定期開催をしている地域自立支援協議会に参画することを計画案として挙げ、当相談事業の周知に加え具体的なケースの課題解決に向けて某地域との調整を行いましたが、新型コロナ感染拡大の影響もあり実現することはできまなかった。今後も当法人が障がい者の雇用就業分野に関する様々な団体の集合体であるという強みを活かしながら、障がいのある方々の就労課題と生活課題を連動させた相談支援体制の構築を目指していく。

＜研修事業部＞
障害者雇用のすそ野が広がるなか、送り出す側である教育機関及び就労支援機関・迎え入れる側で雇用支援を担う企業側の双方の人材育成は重要課題である。新型コロナウィルスの感染拡大による影響を受けながらも、オンラインによる方法も取り入れながら研修を開催した。教育分野における就労を見据えた支援については大阪市市民活動推進助成事業を引き続き活用し、多様な研修やプログラムを実施した。
＜企業ネット事業部＞
２０２０年度は新型コロナの影響で、交流会やリーダー会の回数を減らしたが、何とか各1回ずつ実施し、幹事会はリモート方式で2回実施できましたが、やはり不十分であったと思う。

２０２１年度は、まだ残る新型コロナ対応を考慮しながらも、実施方法を工夫しながら本事業の狙いである、企業間の交流、企業と福祉の交流の促進の役割を果たしていきたいと思ったが、新型コロナ感染拡大の影響は大きく、計画通りの開催をできなかった。障害者就労支援交流会は１回、職場リーダーの交流イベントを１回、幹事会を年３回実施した。

＜地域ネット事業部＞
大阪府からの昨年度までの委託事業であった「就労アセスメント強化事業」を基に、今年度は大阪府下の就労移行支援事業所・就労定着支援事業所の支援員、とりわけ経験の浅い支援員をターゲットとして、就労移行等連携調整事業（大阪府委託事業）で「障害者就労支援ガイドブック」の作成とアドバイザー派遣事業を実施した。
Ⅲ　事業の実施状況
１　特定非営利活動に係る事業
【連携事業部】
（１）働きたい、働く体験がしたい、働き続けたい障がいのある人を応援する多様な人たちへの講演会
〔事 業 名〕２０２１障がい者雇用フォーラム in 大阪
〔内　　容〕：
(1)大阪府障がい者サポートカンパニーの集い

「令和2年度 大阪府ハートフル企業顕彰受賞企業における取り組みの発表」

(2)基調講演「障害者雇用・福祉施策の連携強化の今後について」

〔講師〕厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課長　小野寺　徳子　氏
(3)パネルディスカッション「大阪の障がい者雇用と福祉の連携について」

〔コーディネーター〕

・NPO法人大阪障害者雇用支援ネットワーク　代表理事　奥脇　学　氏
〔パネリスト〕

・厚生労働省 職業安定局 障害者雇用対策課長　　小野寺　徳子　氏

・(社福)加島友愛会　　　　　　専務理事　　　　　酒井　大介　氏

・㈱ダイキンサンライズ摂津　　代表取締役社長　　澁谷　栄作　氏

・㈱新・栄　　　　　　　　　　代表取締役社長　　織田　和男　氏

・連合大阪　　　　　　　　　　副事務局長　　　　黒田　悦治　氏
〔実施日時〕：2021年9月28日（火）13：00～17：00

〔実施場所〕：Zoomウェビナーにて開催

〔参 加 者〕：147人
（２）はたらく障がい者への相談キャンペーン[image: image1.wmf] 

 

の開催（連合大阪との共催）
〔事 業 名〕「はたらく障がい者なんでも相談キャンペーン」
　　　　　　　　　～はたらく障がい者の困り事を解決します～
〔内　　容〕　２０１６年（平成２８年）4月から障害者差別解消法および改正障害者雇用促進法が施行され、採用など雇用の分野で障がい者に対する差別を禁止し、合理的配慮の提供が義務づけられ、事業主には相談窓口の設置など、体制整備が求められてる。このような中で障がい者雇用関連法への対応状況と働く現場における相談内容の把握と解決に向けて、相談キャンペーンを展開してきた。
〔実施日時〕　２０２１年９月１２日（日）１０：００～１７：００

９月１３日（月）１０：００～１９：００

〔実施場所〕　連合大阪小会議室　（大阪市中央区大手前2-1-7大阪赤十字会館5階）

〔事業の対象者〕
働く障がい者、働く意欲のある障がい者とその家族、また障がい者を雇用する事業主
〔相談体制〕　ＮＰＯ障害者雇用支援ネットワーク相談員
〔周知方法〕　チラシの作成をするも事前広報は限定的。
〔相談対応〕　相談体制：4人（延べ人数）

〔相談件数〕　相談件数：３件

＊本年の相談件数は3件（昨年1件）と昨年同様で低調となった。新型コロナウイルス感染拡大により、広報・周知が充分にはかれなかったのも要因と思われるが、今一度、電話相談のあり方について今後検討が必要と考える。

【相談事業部】
［内　　　容］

はたらくことを中心とした生活全般の悩みや不安を抱える本人やその家族の思いに寄り添いな

がら、相談者と共に課題を整理し解決策を見出す相談支援を実施した。また、多くはないが企業や支援機関、教育機関から、障がいのある人の雇用や就労支援のあり方について等の相談に対応してきた。

［事業の対象者］

障がいのある人とその家族、雇用企業、支援機関や教育機関など

［実施方法］

大阪障害者雇用支援ネットワーク事務所（エルおおさか４F）

　　　　・相談対応時間

　　　　　　月曜日・金曜日　１４時～１８時

　　　　　　水曜日　　　　　１３時～１７時

　　　　　　第１・３火曜日　１４時～１８時

　　　　　　土曜日　　　　　適時対応

　　　　・相談体制

　　　　　　就労支援従事者、生活支援従事者、相談支援従事者等、複数名による相談員を配置

［実施状況］

年間相談件数としては30件

［相談の概況］

１．相談者の分類については

・本人からの相談：23件

・家族からの相談：1件

・支援者からの相談：2件

・企業からの相談：2件

・行政からの相談：1件

・学校からの相談：1件

・ハローワークからの相談：1件

２．相談内容

・職場や支援機関への不満（合理的配慮のなさ）：6件

・転職へ向けて：1件
・現職で仕事や人間関係などでうまくいかない：6件

・障がい者求人（雇用）の情報提供：2件

・余暇（休日の過ごし方など）について：1件

・コロナが原因で仕事（収入）面が不安：1件

・支援者不在：1件

・就職活動がうまくいかない：7件

・生活全般の不安：1件

・障がい者雇用へ向けての対応等（企業）：3件

・事業所開設へ向けて（支援者）：2件

・学生インターンシップについて（学校）：1件

・行政（市役所、HW）からの当相談事業利用について：2件

３．相談者の障がい種別

・発達障がい：4件

・精神障がい：7件

・身体障がい：7件

・知的障がい：3件

・手帳なし（その他）：3件

［事業の振り返りと課題］

今年度も障がいのある方々に対して、支援機関（就労・生活）の情報提供やその支援機関との調整、または不十分な合理的配慮についての相談対応を実施し「本人の声をきく」という事業の基本姿勢を実践することができたと思う。しかし、相談支援事業の大事な役割として忘れてはならないのは、障がいのある方々の人生（生きざま）に着目することだと考える。当法人の強みである雇用や就業支援を発揮しつつ、「働くこと」と「生活する（生きる）こと」の連動を意識した仕組みづくりを相談支援という側面から考えていきたいと思う。

今年度は各地域で実施されている地域自立支援協議会への参画を計画しましたが、新型コロナの感染状況が終息されず実現することができなかった。今年度も引き続き地域に存在する相談支援の仕組みに対して、当ネットワークの相談事業ならび各事業部の活動周知を行い具体的な連携が図れないものか検討する。また相談対応については対面、電話、メールに加えオンラインを活用した相談対応の導入についても検討していく。

昨年度の報告書でも記述したが、障がいのある方々やその家族が生きるプロセスには、行政、医療、療育、教育、生活、就労、子育て、介護等、多様な支援機関が関わっている。当法人の相談事業はその各分野を横断的にかつ包括的な相談支援としての役割を担っていくことを目標としている。そのためには、まずは今後も障がいのある方々やその家族の「声をきく」こと、権利擁護の視点を大切にした相談支援を実践し、それと同時にご本人を取り巻く多様な支援の仕組みと連携ができる相談支援事業の展開を模索していきたいと考える。
【研修事業部】
（１）ジョブコーチ養成研修

令和２年度に開催された「職場適応援助者養成研修のあり方に関する研究会」においてジョブコーチ養成研修について現在のニーズに合ったカリキュラムの見直し及び研修方法について検討が行われた結果、職場適応援助者養成研修実施要領が令和3年3月31日に改正された。令和３年度は新しい実施要領に基づき研修を行った。また、「障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検討会」のワーキンググループにおいて、障害者就労を支える人材の育成・確保に関する検討が行われ、今後、ジョブコーチ研修を受講にあたり基礎的な知識・スキルの付与に係る研修（基礎的研修）を受講要件とすることが示され、今後、ジョブコーチ研修と併せて基礎的研修が実勢できるような研修体制が必要となってくる。また、ジョブコーチ助成金の手続き窓口が労働局から高齢・障害者求職支援機構に再び変更になるなど、ジョブコーチ制度そのものも変更が繰り返されているが、そのようななかでジョブコーチとしての役割を果たせるよう今年度も２回の養成研修と１回のフォローアップ研修を実施した。

１－１　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（大阪）

〔内　　容〕訪問型および企業在籍型職場適応援助者の養成研修の実施

　〔実施場所〕エル・おおさか、大阪市職業リハビリテーションセンター、実習事業所

　　　　　　　１回目は従来通りの集合形式で開催したが、２回目は新型コロナウィルスの感染拡大を

受け、研修前半は完全オンライン、後半はハイブリッド形式で希望者は会場にて受講。

　〔定　　員〕ジョブ・メイト　２５名、ジョブ・コンダクター２５名

〔実施日時〕第１回　令和３年９月２３日（水）～２５日（金）・１０月１日（木）～３日（土）

　　　　　　第２回　令和４年２月２日（水）～４日（金）、２４日（木）～２６日（土）

〔受講料〕　５４，０００円／１人

〔実施状況〕内訳は下記の通り。
	　
	　
	募集人数
	申込者数
	受講者数
	修了者数
	備考

	第１回
(40期)
	訪問型
	25
	37
	19
	19
	

	
	企業在籍型
	25
	27
	20
	20
	

	第２回
(41期)
	訪問型
	25
	18
	11
	11
	4名は4月修了

	
	企業在籍型
	25
	29
	23
	23
	9名は4月修了


１－２　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（アドバンスト研修）

ジョブコーチ助成金の手続き窓口が労働局から高齢・障害者求職支援機構に再び戻ったことにより、現場にどのような影響が出ているのかについて実際に助成金を活用している事業者からの報告をもとに情報を共有するとともに、今後、ジョブコーチ養成研修がどのように変更となるのかについての最新情報についても共有を図った。

〔内　　容〕

【報告①】

訪問型職場適応援助者助成金・企業在籍型職場適応援助促進助成金の変更について

藤井　麗子　　　　　サテライト・オフィス平野

木村　一広　　　　　NPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク

若尾　勝己　　　　　NPO法人東松山障害者就労支援センター

【報告②】

障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検討会

　　～障害者就労を支える人材の育成・確保に関するワーキンググループを中心に～

　　　　　　大阪障害者雇用支援ネットワーク　　理事　　　酒井　京子

【シンポジウム】

障害者就労を支える人材の育成・確保に関するワーキンググループ作業部会

「就労支援を担う人材の研修体系について」

＜シンポジスト＞　　

　　　　　玉城　由美子　　　社会福祉法人加島友愛会かしま障害者センター

　　　　　若尾　勝己　　　　NPO法人東松山障害者就労支援センター

　　　　　大本　正巳　　　　日本パーソネルセンター株式会社

　　　　　川崎　敏行　　　　ネクストステージエイブル
【グループディスカッション】

受講生同士の情報交換、課題共有
〔実施場所〕エル大阪　709

〔実施日時〕令和４年１月１１日（火）

〔受講料〕　４，０００円／１人

〔参加者〕　27名（33名申し込み、当日6名キャンセル）

１－３　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する会議の開催

〔事業名〕ジョブコーチ連絡協議会への参画
〔内　　容〕職場適応援助者養成研修機関であるJC-NET、大阪障害者雇用支援ネットワーク、全国就業支援ネットワーク、くらしえん・しごとえん、社会福祉法人南高愛隣会の５機関が中心となり、養成研修やジョブコーチ制度のそのものについての意見交換を行った。今後、ジョブコーチ養成研修の研修の仕組みが大きく変更となることをふまえ、これまで任意の組織で議論を進めてきたが、ジョブコーチ養成研修だけでなく、ジョブコーチ制度の在り方の検討や提言、人材育成全般にわたる活動を進めていくために法人格を取得する方向で手続きを進めていくことが決定した。
（２）教育分野研修

　 教育から社会参加のつなぎの課題として、支援学校以外の学校に在籍する支援を要する学生・生徒対象に就業体験を「大阪市市民活動推進助成事業（２年目）」を活用し実施した。学生の「個別カウンセリング」から始め、インターンシップ前の就労準備セミナーやスキルチェックの活用の上、体験先企業とのマッチングを行い「学生シンターンシップ」を実施した。さらに学校教職員や家族対象に視察研修、就業支援研修会を開催し、制度や知識、支援の在り方を伝え、教育分野の課題の共有を行った。
２－１　支援を要する学生（生徒）インターンシップ

〔事業名〕学生インターンシップ研修
〔内　　容〕支援を要する学生・生徒のための就職準備研修と企業体験

A：就職準備セミナー

(1) 履歴書・自己㏚書（目標10名）　　（2） 面接技法・模擬面接（目標10名）

実施日：2021年６月～７月

受講者：１名（延２回）　大学生

実施場所：サテライト・オフィス平野

実施方法：講師1名を配し個別対応。on-line受講（Zoom）

(3) スキルチェック（目標５名）

場　所：サテライト・オフィス平野

実施日：2021年7月～9月

　        受講者：学生１１名

　        実施方法：講師1名を配し個別対応。

(4)　「職場見学会」働く現場（企業）の見学（目標15名×2回）

１回目

場　　所：㈱ﾆｯｾｲ･ﾆｭｰｸﾘｴｰｼｮﾝ

実施日：2021年6月16日（水）

実施方法：on-line見学会

参加者：１７名（大学生・高校生・ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ）

従事者：５名

２回目

2022年2月実施予定だったが、コロナ禍のため中止


B：支援を要する学生インターンシップ　　

(B-１)「インターンシップ面談登録会」（目標15名×２回）
＊登録会（１回目）　

実施日：７月１２日（月)　（於：エルおおさか６F）13：00～17：00

参加者：学生２７名　　付添：学校進路・ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ・家族

従事者：相談対応（講師）15名　スタッフ２名

概  　要：学生27名を集合時間13時と15時に分け登録面談会を行った。学生1名（家族か学校の付添い者あり）に講師1名を配置し面談（登録）を実施。登録後はインターンシップの流れを別室で説明し、終了後に面談対応した講師陣とスタッフで登録の結果を検証した。具体的には学生一人ひとりの状況の確認とインターンシップ候補企業とコーディネータを決定するマッチング会議を実施した。
＊登録会（２回目）
実施日：８月２４日（火）　（於：エルおおさか南館１０F）13：00～17：00

参加者：学生２２名　付添：学校進路・ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ・家族

従事者:相談対応（講師）11名　スタッフ２名

概 　 要： 学生22名を集合時間13時と15時に分け登録面談会を実施した。学生1名に講師1名対応で面談（登録）会を開催した。７月12日と同様。

(B-２)「学生インターンシップ」

＊職場実習の参加

実施日：2021年8月～2022年3月

インターンシップ期間：１～５日間

実施企業：以下１６社　(順不同)

㈱ニッセイ・ニュークリエーション（大阪市）

㈱シャープ特選工業（大阪市）

　　　　　㈱ダイキンサンライズ摂津（摂津市）

　　　　　㈱新・栄（吹田市）

　　　　　三菱UFJビジネスパートナー株式会社（大阪市）

　　　　　　コクヨＫハート株式会社（大阪市）

　　　　　　東京海上ビジネスサポート株式会社（大阪市）

　　　　　　㈱第一生命チャレンド（大阪市）

　　　　　　日本ハムキャリアコンサルティング株式会社（大阪市）

　　　　　　㈱ＮＴＴ西日本ルセント（大阪市）

パナソニックエコシステムズ共栄株式会社（大阪市）

㈱パーソルエクセルアソシエイツ（富田林市）

            ㈱ココワーク（吹田市）

　　　　　　ヤンマーシンビオシス株式会社（大阪市）

ハートランド株式会社（泉南市）

㈱ベリーハーツ（豊中市）

　    　支援機関：２か所

大阪市職業指導ｾﾝﾀｰ（大阪市）

　　　　　　小さな枝（奈良市）

IS参加希望者：大学生（院） ２３名　　　  IS対象　   　４６名（不合格等３名）
　　　    　 　　　　　専門学校　　　 ４名　　　  年度内実施済　３２名　
　　　  　   　　　　　高等専修学校 １２名        辞退者        １１名

一般高校　　 １０名        未実施　　　　　３名

　　　　  　　　　　　   計　　　　 ４９名   

　    　従事者：コーディネータ１２名

概　　要：参加者希望数が昨年に比べ増加した。49名のうち3名がｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ不合格、残り46名中ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを進めていく中で辞退者が11名となった。進学など進路を優先した人もいたが、理由の大半は、学生生徒自身の精神的、体験的な社会参加の準備不足。中でも一般高校からの希望者10名のうち4名が辞退した結果からは、生徒自身の社会経験の少なさとともに高校教職員への就労支援の制度やノウハウなど共有されていない現状がみてとれた。

辞退者が多くでたものの、3月末時点で32名のインターンシップを実施済。その中でインターンシップ先企業に3名、その他の企業に1名が内定し、実績を示せたことが成果となった。

参加した学生は就職直前の状況の人から学校以外の環境を全く知らない学生まで学生自身の持つ状況は多様で今後実習先マッチングはさらなる工夫が必要。今年度から実施したｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ前の「スキルチェック」は効果的であった。次年度はこうした取り組みの幅をさらに広げ成果に繋げる。コロナ禍であり、企業の受け入れは困難な状況。さらに開拓していく必要があり、障がい福祉サービス事業所を含め開拓していく予定。

C：学生インターンシップの検証

学生インターンシップ報告会　（目標30名）直前中止
　　　　実施計画日：2022年1月18日（火）（於：エルおおさか）

講師予定者：ｶｳﾝｾﾗｰ１名　学生１名　大学ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ１名　企業担当者1名

概　　　要：職業適性判定についての基礎講座と今年度学生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟで内定をもらった学生1名の事例発表の予定で企画した。参加者を募り１４名の参加希望を受け付け進めていたが、開催直前に府内のコロナオミクロン株の蔓延で、中止とした。
D：相談体制

「個別カウンセリングの実施」（目標４０名）
　実施日：2021年６月～2022年３月

　　　　場　　所：当法人事務所・大阪市職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ・大阪市職業指導ｾﾝﾀｰ

参加者：学生５３件・学校３件　　計５６件対応
　　　　従事者：法人相談ｾﾝﾀｰ相談員・専門相談員　６名で対応
　　　　概　　要：学生インターンシップの前に学生生徒の個々の状況を掴んでおくことや支援の必要な学生生徒・家族・学校側に必要な情報を届ける目的で就業支援の専門的な観点から相談支援を実施した。学生の相談（カウンセリング）は、単独か、家族や学校の同席で行った。学校や自宅での様子、得意な分野、就業への意思、医療的支援の状況などの情報を得て、本人の希望を交え、インターンシップ先の方向性を考える材料とした。学校相談は、支援を要する学生生徒への配慮方法など具体的な支援方法、活用できる制度、学校としての相談体制の内容が大半で、アドバイスや情報提供を行った。昨年実績の学生9件、学校4件と比較すると、学生は３倍に増加。この背景には、昨年春のコロナ初期の学校対応として教育カリキュラム優先という事情が伺え、今年度のWithコロナ体制の中で参加者増加につながったと考えられる。それ以前にこうした事業への潜在的学生ニーズが実証されたものと考えている。

２－２　雇用と就業の推進に関する講習会開催

〔事業名〕
A : 教職員、保護者向け視察研修（ﾌｨ-ﾙﾄﾞﾜｰｸ）（目標１５名）
　　　　実施日：2021年11月25日（木）終日

　　　　参加者：1５名（大学９　専門学校３　高校３）

　　　　従事者：1２名

　　　場　所：各企業と午後はエルおおさか５F研修室Ⅱ

　　　　概　要：午前中下記4社の障がい者雇用企業をコース別に視察訪問。

　　　　　　　　訪問先から詳細な説明と配慮あり雇用の実情を視察。

　　　　午前：視察企業(各企業に２名の従事者付添　２名×４　８名)

　　  A:三菱ＵＦＪビジネスパートナー株式会社（淀屋橋）

　　　　　　　　B:株式会社ダイキンサンライズ攝津（井高野・南攝津）

　　　　　　　　C:The Links株式会社（With　saraya）（本町）

　　　D：株式会社NTT西日本ルセント（京橋）

        午後：於：エルおおさか５F　研修室Ⅱ

  　　視察後は、エルおおさかの会場に戻り、午前訪問企業２社（三菱とThe Links）代表者の説明。その後２班に分かれ意見交換。視察研修から得た知識の確認やそれぞれの学校がもつ課題の共有を行った。

アンケートからは臨場感があり学びが多く有益であったという声とともに、基礎的な生活力や自立を促すことの大切さを知ったという声もあった。学校種別では特に一般の高等学校での情報や経験不足が顕著で、どう対応し、どう向かうか就業支援スキルがなく困っているという実態が伝わってきた。

B：「就労支援の基礎知識」(出前研修)　目標６校
［内　　容］　就労支援に関する知識やノウハウの少ない一般高校や専修学校・大学・短大に出向き、就労支援の考え方や進め方など基礎知識についての研修に講師を派遣した。

［実施件数］　１校

［実施場所］　依頼先：中央ITビジネス専門学校　

テーマ：「支援を要する学生・生徒への支援について」

講師　乾　伊津子（法人事務局）

［実施日時］　２０２１年７月５日（月）１４：００～１６：００

［対　　象］　教職員（３０名参加）

［費　　用］　有料（学校規定の謝金）
　　Ｃ:アウトリーチ学校訪問（目標８校）

［内　　容］　就労支援に関する知識やノウハウの少ない一般高校や専修学校・大学・短大に対し就労支援の考え方や進め方など当事業の訪問説明を行い、周知を図る。
［実　　績］　なし。１回目の郵送で周知後、学校からの問い合わせが数件あり、丁寧に回答。実施計画では訪問しての説明を考えていたが、コロナ禍で実現できなかった。しかし、結果的には懸案の一般高校から学生ＩＳの参加は10名あった。

（３）就業支援に関わる支援者研修

障がいのある人の就業支援領域で活動中の支援者、特に初任者を対象として研修会を実施した。就業支援に関わる人、キャリア支援や進路担当、企業の雇用担当者に対して、就労定着に視点をおいた研修会を開催した。当事者の事例により基本知識や制度について学ぶ研修会として開催した。

３－１　就業支援に関わる支援者研修
〔事業名〕「障がい者雇用支援の基本を学ぶセミナー」
〔内　　容〕障がいのある人の就業支援・雇用管理を業務とする特に初任者を対象として、基本的な支援制度や知識、支援方法の研修を行い、情報共有を図った。今回で９回目の開催。新型コロナ感染防止の蔓延防止等重点措置下であったので、会場参加とﾘﾓｰﾄ参加のハイブリッド形式で開催、対応した。テーマは「多様な現場での就労と就労継続―働く現場いろいろ」とし、生活支援の視点を踏まえた基礎講座と4つの事例検討による研修を開催した。その後グループワークにより意見交換、情報共有を図った。

「実施日時」：2022年３月１８日（金）10:00～17:00

　「場　　所」：エルおおさか　709号室・704号室（ハイブリッド形式）

　「参加者」：申込み４２名　　参加４１名（有料　5,000円）

　「参加内訳」：形  式：会場参加３４名　リモート参加７名　

業種別：企業７　教育（大学・高校・専門）３　　生活１

相談１　就ポツ５　就労支援機関２４　　

　 [従事者]：講師１２名　スタッフ７名　ボランティア２名
基礎講座　「就労支援を支える生活支援―相談支援の現場より」

日本ライトハウス居宅介護支援センターてくてく

鶴見区障がい者基幹相談支援ｾﾝﾀｰ　相談支援専門員　嶋田　彰

　　　　　

シンポジウム：多様な現場での就労と就労継続　「働く現場いろいろ」

事例1　㈱良品計画での雇用の取り組み

　　　　　　　　  無印良品難波　　　　　　　　　　　　館長　柳澤　英夫

　　　　　　　　  コーディネータ　大阪市就業・生活支援ｾﾝﾀｰ　山口　雄大

　　　　　事例２　バリューラボ　フクロウの取り組み

　　　　　　　　  レストラン　ル・クロ　　　　マネージャー　小山田順子

　　　　　　　  コーディネータ　大阪障害雇用支援ﾈｯﾄﾜｰｸ　　乾　伊津子
事例３　専門スキルを活かして働く　　　　　　　　　当事者3名（ビデオ）

　　　　　　　　  コーディネータ　サテライト・オフィス平野　久野　政一

事例４　在宅勤務で働くこととリモートでの職業訓練

　　　  ㈱オートバックスセブン　　　　　　　　　　上井　純子

コーディネータ　大阪市職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ　堤　世津子

　グループワーク：コーディネータ　大阪府専修学校各種学校連合会　梶山　武志
基礎講座と事例発表を受け、参加者が７グループ（うち１つはﾘﾓｰﾄ）に分かれ、意見交換。各グループからの発表で締め括った。

企業や学校、支援機関（就ポツ・就労移行・就労継続・相談支援・グループホーム等）など多様
な分野からの参加者があり、それぞれで課題を共有し、支援の必要な人への就労と就労定着について一定の方向性を確認できた。生活支援の視点を入れたことが新鮮だったという意見や障がい者就労が障がい枠での就労から、もう少し大きな枠組みの中での捉え方が始まったと感じたとの感想もあった。多様性という視点で雇用を考え、マーケティングから事業推進を図る際に、当たり前に障がいのある人も働き手として登場するという考え方などにも触れ、多くの学びと示唆のあるセミナーとなった。研修後のアンケートには、こうした研修会はとても有用との声が多く上がっていた。
【企業ネット事業部】　
（１）就労支援、定着支援に携わっている方と、企業内で定着支援に携わっている方々を対象に、精神・発達障害者を雇用している企業の取り組まれている状況を見学させて頂いたのち、参加者での情報交換を行い、交流をして頂く予定で２回の交流会を計画した。

〔事 業 名〕　障害者就労支援交流会
　　　 計画としては、１回目に「ハウスあいファクトリー」、2回目に「パナソニック交野」を予定したが、新型コロナ感染の対応で実施できなかった。いずれも２０２２年度へ繰り越しとした。
（２）企業の新人幹部に、主に大阪での障害者雇用に関する情報提供の場として実施した。

〔事 業 名〕　企業の新人幹部研修会　（ 障害者雇用に関して ）

〔実施場所〕　大阪市職業リハビリテーションセンター（１日目）

株式会社ダイキンサンライズ摂津（２日目）

〔実施日時〕　１日目：２０２１年１１月２６日　　２日目：２０２１年１２月９日
２回に分けて実施

〔参 加 者〕　障害者雇用企業の新人幹部、１３人

〔内　　容〕 １日目は、大阪市職業リハビリテーションセンターで実施し、午前中は障害のある人の就業、あるいは就業継続のための支援制度・社会資源について講義があった。午後は就業支援機関での支援の実際と配慮を講義で聞いた後、支援現場の見学も行った。２日目は株式会社ダイキンサンライズ摂津に場所を移し、企業で働く障がい者の職場見学の後、企業での障がい者雇用の意味、各種助成金制度、障がい特性と職業的課題、企業での定着支援について講義形式で説明した。

参加された皆様からの感想としては、「障害者福祉、法整備等の歴史を体系的に学ぶことが出来た。障害者雇用の現状と課題についても、その背景から詳しく学ぶことができた」、「理解できていない事が沢山あり、基本的なことを知ることが出来た。体系など」、「実際の施設を見学することが出来、具体的なイメージを持つことが出来た。　座学だけでは実感できないので直接話などできて良かった」、「実例に基づいての話、アドバイスが多く参考になる事例が多かった」、「自社で早速活用できる内容が多くありました。　生のお話が参考になりました」、「本日の研修は、私自身が日頃の仕事の中で係わる事項が多く、明日からも役立つ内容でした」、「現場、制度、定着支援とバランスよくお話を聞けて良かったです」といった感想があった。
（３）ＥＳネットワーク活動の推進と障害のある人の雇用と就労の推進に関する情報交換を行う場として幹事会の開催
〔事 業 名〕ＥＳネットワーク幹事会議

「障害者就労支援交流会」、「新人幹部研修会」、「働く障がい者リーダー会」の運営と結果についての検討、意見交換を行い、また障がい者雇用関係の情報交換を目的に、３回の幹事会を実施した。残念ながら新型コロナウィルス感染対策のため、全３回のうちオンライン方式２回、ハイブリッド方式(会議室とオンライン併用)で１回の開催となった。

〔幹事企業〕

シャープ特選(株)、(株)スミセイハーモニー、パナソニックエコシステム共栄(株)、

コクヨKハート(株)、パナソニック交野(株)、ハスウあいファクトリー(株)

(株)ニッセイ・ニュークリエーション、(株)ダイキンサンライズ摂津

第１回　幹事会　（オンライン方式）

〔実施日〕２０２１年６月１０日　１５時００分～１６時３０分、　参加者　１２名

〔内　　容〕

（１）働く障害者リーダー会（９月予定）について

（２）令和３年度事業計画について

（３）その他：　情報交換、参加者の近況について

第２回　幹事会　（ハイブリッド方式：会議室とオンライン方式の併用）

参加者：会議室　５名　　　オンライン参加　９名

〔実施日〕２０２１年１１月１０日　１５時００分～１６時３０分、　出席；１３名

〔内　　容〕

（１）企業の新人幹部研修会（1日目;11月26日、2日目;12月10日）について

（２）働く障がい者リーダー会（１２月予定）について

（３）R３年度事業の計画見直しについて　

（４）その他：情報交換、参加者の近況について

第３回　幹事会　（オンライン方式）

〔実施日〕２０２１年３月１４日　１５時００分～１６時３０分、　参加者　１１名

〔内　　容〕

（１）令和３年度　活動結果報告

（２）令和4年度　活動計画について

（３）その他：　情報交換、参加者の近況について

（４）働く障がい者リーダー会の開催
〔事 業 名〕職場リーダーの交流イベント
企業で働く障害者リーダー同士が情報・意見交換、モチベーションアップを目的に会合を行う機会を作った。計画では２回の開催を考えていたが、新型コロナの状況から、スミセイハーモニーで1回の開催とした。日程も当初の９月予定から１２月に変更して実施した。

〔実施場所〕株式会社スミセイハーモニー

〔実施日時〕２０２１年１２月６日　　１４：００～１６：４５

〔参加人数〕参加者；２８名、聴覚、精神、発達、知的、肢体の各障がいの方が参加された。
〔内　　容〕最初に会社紹介、職場見学を行い、その後に４班に分かれてグループディスカッショ
ンを行った。最後に各グループからの発表を行い終了した。

参加された皆様からは、「あまり社外の方と意見交換する機会が多くないので、今回同じ悩みを抱えながら、皆さん働いているのだと勇気付けられました。早速明日から実行してみたい取組もあり、とても勉強になりました。」、「他社の方々と意見交換できたのは大変貴重であった」といった感想が寄せられた。

従来はグループディスカッションの後に懇親会を行っていたが、今回は新型コロナのため懇親会は実施しなかった。参加者の方々は、まだまだ話したりなかったと思う
【地域ネット事業部】
（１）就労移行等連携調整事業

〔事 業 名〕移行・定着向け「障害者就労支援ガイドブック」作成
〔内  　容〕就労移行支援事業所・定着支援事業所のスタッフが気軽の手に取れ、現場の実践につなげる事を主眼に置いたガイドブックを作成。作成委員会を設けて以下のように実施した。

　　〔手引き書検討会委員〕

社会福祉法人加島友愛会 酒井 大介 

社会福祉法人大阪市職業リハビリテーションセンター 酒井 京子 

社会福祉法人大阪手をつなぐ育成会 園部 勝彦 

矢野紙器株式会社 川﨑 敏⾏ 

ＮＰＯ法人クロスジョブ 濱田 和秀 

ＮＰＯ法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク 茂木 省太 

大阪知的障害者雇用促進建物サービス事業協同組合 上国料 洋子 

大阪市障害者就業・生活支援センター 前野 哲哉 

高槻市障害者就業・生活支援センター 陸野 肇 

大阪障害者職業センター 永岡 靖子 

ＮＰＯ法⼈障害者⾃⽴⽣活⽀援センター・スクラム 姜 博久 

合同会社まぁーるい心 家坂 友之 

公益社団法人全国障害者雇用事業所協会／大阪府中小企業家同友会 奥脇 学

ＮＰＯ法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク ⾦塚 たかし
大阪労働局職業安定部職業対策課 職業対策課⻑ 

大阪市障がい者施策部障がい支援課 障がい⽀援課⻑ 

大阪府福祉部障がい福祉室⾃⽴⽀援課 ⾃⽴⽀援課⻑
〔検討委員会〕　
２０２１年５月２０日　　１４時

　　　　　　　　　 ２０２１年７月２１日　　１４時

　　　　　　　　　 ２０２１年９月３０日　　１０時

　　　　　　　　　 ２０２１年１２月１４日　１０時

　　　　　　　 ２０２２年２月２１日　　１０時

〔事　業　名〕アドバイザー派遣

〔内　　　容〕手引書の施行実施及びアセスメントの実践を７名のアドバイザーが就労移行支援事業所８か所へ実施した。
〔アドバイザー〕

　　　　　社会福祉法人　大阪市障害者福祉・スポーツ協会　　脇田哲也

　　　　　NPO法人　大阪精神障害者就労支援ネットワーク　 中井嘉子

　　　　　社会福祉法人　大阪手をつなぐ育成会　　　　　　　園部勝彦

　　　　　NPO法人　大阪精神障害者就労支援ネットワーク　 松田琴美

　　　　　NPO法人　大阪精神障害者就労支援ネットワーク　 茂木省太

社会福祉法人　大阪市障害者福祉・スポーツ協会　　安蔵崇史

NPO法人　大阪精神障害者就労支援ネットワーク　 茂木省太

矢野紙器株式会社　ネクストステージエイブル　　　川崎敏行
　　 　〔アドバイザー派遣を受けた事業所〕

Aloha大阪日本橋　　　　　　大阪市地域

　　　 　 アルバ　　　　　　　　　　　豊能地域

　　　 　 就労移行支援セルポート吹田　三島地域

COCO COLOR　　　　　　　 北河内地域

　　　　  就労支援センター　レジスタ　中河内地域

　　　　  ココビジネススクール　　　　南河内地域

　　　　  クローバーワークス　　　　　泉北地域

　　　　  就労移行支援サモエド　　　　泉南地域
　　　　　　　　

〔事　業　名〕就労支援力向上研修
〔内　　　容〕就労系障害福祉サービス事業所における支援力向上研修を大阪府に協力し、４回の動画配信とオンライン講義及びグループワークを実施した。

第１回　「障害者就労支援ガイドブック」について

第２回　「企業と関わる・企業を知る」・障害者雇用の失敗事例から・ケーススタディ

第３回　「他機関との連携を図る」

第４回　「就労系サービス事業所のサービス管理責任者としての基礎知識」

２０２２年３月１日　オンライン講義

〔事　業　名〕アドバイザー派遣報告会　

〔内　　　容〕２０２２年3月７日（月）大阪府に協力しアドバイザー派遣を受けた２か所の事業所スタッフとアドバイザー２名から実施内容について報告をいただいた動画を配信した。
２　その他の事業（収益事業）　　今年度は実施せず
Ⅳ　社員総会の開催状況
　　第２１回通常総会の開催　（オンライン会議）
２０２１年５月２９日（土）　正会員出席者数　７５名（うち委任状出席者数　４９名）

（正会員数　９７名）

２０２０年度事業報告、決算報告、監査報告、２０２１年度全般的執行方針、

２０２１年度事業計画、予算、役員選任

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況
　　　理事会の開催
	回
	開催年月日
	主な付議事項
	出席役員数

	
	
	
	理事
	監事

	１
	２０２１年　４月１７日
	通常総会の進め方、２０２１年度事業計画検討
	１０
	１

	２
	２０２１年　５月２９日
	通常総会の次第と進め方
	１１
	１

	３
	２０２１年　６月１９日
	各事業部の進捗
	８
	２

	４
	２０２１年　７月２６日
	オンライン開催　各事業部の進捗
	９
	０

	５
	２０２１年　９月１６日
	オンライン開催　雇用フォーラムの進め方
	１０
	１

	６
	２０２１年１０月１６日
	各事業部の進捗
	７
	１

	７
	２０２１年１１月１１日
	各事業部の進捗
	８
	０

	８
	２０２１年１２月１８日
	各事業部の進捗
	９
	２

	９
	２０２２年　１月１４日
	各事業部の進捗
	７
	１

	１０
	２０２２年　２月１７日
	オンライン開催
	１０
	２

	１１
	２０２２年　３月２８日
	総会の進め方・２０２２年度事業計画検討
	８
	１


定例会の開催

主に隔月第３土曜日、会員紹介、各事業部や会員からの報告以外に、講演会などを企画して勉強会や情報交換を行った。勉強会、情報交換会の内容は下記のとおり。

２０２１年４月１７日　　情報交換会

　　　　　　２０２１年６月１９日

講演会　テーマ：「障害者雇用対策の現状と展望を学ぶ」

　　講師：厚生労働省　職業安定局　障害者雇用対策課　課長　小野寺徳子氏

　　　　　　２０２１年１０月１６日・１２月２８日　　情報交換会　
第号議案


平成16年事業報告


（顕彰事業部）





第号議案


平成16年事業報告


（顕彰事業部）
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